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黄道光とは惑星間塵によって散乱された太陽光である。一般に、惑星間塵の空間分布は非常になめらかである
と考えられてきた。ところが赤外線観測衛星ＩＲＡＳやＣＯＢＥによって小惑星ファミリー起源と考えられるダ
ストバンドや、短周期彗星軌道上に分布するダストトレイルなどが検出された。更には地球軌道付近に分布する
太陽を取り巻くダストリングも見付かっている。また、最近の我々の地上観測から、可視光でもダストバンドが
検出された (Ishiguro et al 1999)。これらの惑星間塵の微細構造は、惑星間塵がどのようにして生成され、どの
ように軌道進化してきたかを知る上で非常に重要な手がかりである。

本研究では、１９９８年１２月１５日にマウナケア山頂（４２００ｍ）で取得した黄道光の測光データをもと
に、ダストバンドの軌道進化について調べた。観測の結果、Themis/Koronisファミリー起源のダストバンドは
太陽離角が小さくなるにつれて明るくなっているのに対して、Eosファミリー起源のダストバンドは、太陽離角
ǫ ≤ 60◦で消えていることがわかった。モデル計算の結果、ポインティング・ロバートソン効果だけを考慮にいれ
た場合、ダストバンドの明るさは、太陽離角が小さくなるにつれて明るくなるものと考えられる。このことから、
Eosファミリー起源のダストバンドとして観測される塵は、単純にポインティング・ロバートソン効果によって
太陽に向かって落ちているのではなく、星間塵やβ型流星体等と衝突しながら軌道進化しているものと思われる。
更に、２０００年１月７日から１３日にかけてマウナケア山頂（４２００ｍ）で得られた観測についても報告
する。


